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A5 判上製・カバー装・440 頁・本体 11,000 円＋税
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世演劇の享受と出版
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大橋正叔著
天理大学名誉教授

天理図書館の豊富な蔵書や、多くの文献に接した
著者ならではの論考を２冊に分けて刊行する

天理大学附属天理図書館の豊富な蔵書に接した著者が、浄瑠璃本の出版過程に於け
る近松の関わりから、座付作者としての近松論を構築。
また、『近世演劇の享受と出版』に収録の「浄瑠璃史における貞享二年」では新たな
視座で従来説を覆す論を展開、同様な基本文献を捉え直した刺激的論文を多く収録。
また、各冊に近世演劇史の画期を示す重要資料を影印・翻刻にて紹介。

「『国性爺大明丸』近松序」（著者蔵）
近松門左衛門自筆の可能性が高い逸品。贋作であれば、初めて
世に出た近松の贋作として極めて珍品。

『曾根崎心中』絵入り十四行本
（見返し図）

天理図書館蔵

資料紹介として曲節と語句の異同表を
掲げ、全丁を影印版で掲出。
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『近松浄瑠璃の成立』　目次

第1部　作者近松
作者近松門左衛門の生涯
芝居作者への歩み
近松と「三槐九卿」 
｢作者 近松門左衛門」推考
近松の後悔―一番の瑾今聞くに汗をながす―

　コラム『曾根崎心中』―大坂へ―

第2部　近松浄瑠璃
茨木屋幸斎一件と海音・近松
─『山桝太夫葭原雀』と『傾城酒呑童子』の上演をめぐって─

第1部　浄瑠璃の享受
近世浄瑠璃芸論の問題 ―段物集の序跋をめぐって―
浄瑠璃史における貞享二年
元禄の上方浄瑠璃界
合作浄瑠璃の時代
『国性爺合戦』と鄭成功
歌舞伎・浄瑠璃界と西鶴
『甲陽軍鑑今様姿』と「甲陽軍記今様姿」
芝居と稲荷大明神
　コラム　歌舞伎から浄瑠璃へ

第2部　浄瑠璃本の出版
竹本一流懐中本について
謡本「曾根崎心中道行」二葉について
『好色橋弁慶』について

『日本西王母』をめぐる問題 ―改作と改版―

『信州川中島合戦』―勘介の母の死―

近松世話浄瑠璃における改作について
近松門左衛門と「世界」

『浄 瑠 璃
文句評註難波土産』成立存疑

　コラム『女殺油地獄』をめぐって

資料紹介
「『国性爺大明丸』近松序」
『曾根崎心中』絵入り十四行本 

『近世演劇の享受と出版』目次

中字十行本の場合
　コラム　当て込みと上演年時の決定

第3部　出版と読者
近世の読者序説
写本から版本へ
太平記読と近世初期文芸について
近世文芸における『太平記』の享受

資料紹介
『諸事取締帳』（翻刻）
『姫神金龍嶽』（翻刻）
『四ツ橋娘ころし』補遺 
『越中国立山禅定』


